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要旨
　これまで、民族学校は、特定の民族性を持った人々が集い教育を行う場所としてとらえられてきた。
しかし、グローバル化が進展するなかで、このようなステレオタイプをもって解釈することができな
いほど民族学校の内部は複雑で多様化している。近年、本国からのニューカマーや日本以外の国にルー
ツをもたない日本人の在籍者が増えている中華学校もその一つである。本稿は、内部を均質なものと
して想定することが不可能になっている現在の中華学校を、保護者の語りをもとにとらえ直すもので
ある。私が注目するのは、母親たちによって中華学校に呼び起こされる「ノスタルジア」である。「華
僑」、「新華僑」、「日本人」に対するインタビューから、中華学校における母親たちのノスタルジアを
めぐる複雑な関係性を描き出す。せめぎ合う母親たちの「思い」と複雑化する中華学校を、少しでも
感じていただければ幸いである。
１　はじめに
　ちょうど２年前、私は中華学校に子どもを通わせる保護者に対する聞き取り調査に着手した。ある
共同研究の一環として何気なく参加した調査であったが、今では個人で論文を執筆するほど「のめり
込んで」いる。そして本稿も、その聞き取り調査での出来事をもとに執筆されようとしている。
　この共同研究は、民族学校の内部が多様化しているという実態を、保護者（ほとんどが母親）の語
りから描き出すことを目的とするものである。これまで、外国人学校はモノカルチュラルな教育機関
として、その内部が均質的であることを自明視されてきた感がある。それは、「特定国（国籍）の子ど
もを対象とする外国人学校」（裘 2004: 222）として分類されてきた民族学校に特に当てはまる。近年
の朝鮮学校の高校無償化問題や尖閣諸島中国船事件に端を発する中華学校への脅迫事件のように、民
族学校が国家間の政治問題に無条件に巻き込まれてしまうという事実はその象徴である。また、なに
より、我々が感じる「なんで民族学校に日本人が通っているの？」という素朴な疑問自体が、民族学
校の内部を均質化されたものとしてとらえていることの証左である。
　しかし、グローバル化が進展する中で、歴史の長い東アジア系の民族学校では、特定の民族（在日
韓国・朝鮮人、華僑）を想定して設立されながらも、現在は様々なルーツをもつ保護者が在籍してい
る（福田・末藤 2005、月刊『イオ』編集部 2006、朴 2008など）。こうしたことを踏まえると、民族学
校に関わる「人々の国籍や民族的ルーツ、アイデンティティのありようは現在では極めて多様であり、
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それらと教育（学校）が簡単に一対一に対応するような」（中島 2004: 118）、一枚岩的な認識は再考す
る必要がある。
　調査対象としたのは、韓国学校、中華学校、コリア系のインターナショナルスクール（各１校ずつ）
に子を通わせる保護者である。私はその中で中華学校を担当しているということになる。恣意的なカ
テゴライズであることは承知しつつも、調査を始める上での括弧つきの「前提」として、保護者を
「オールドカマー（華僑、在日コリアン）」、「ニューカマー（中国系は新華僑と呼んでいる）」、「日本人
（日本以外の国にルーツをもたない人）」の３つのカテゴリーにわけ、それぞれに綿密なインタビュー
を行なった 
1
。最終的に、様々な教育戦略を捉えた上で、民族学校がこれまでのように単純に特定の民
族性を再生産させるような場所ではなくなっていることを明らかにした（詳しくは、志水ほか編 2012
を参照）。
　私自身は、その中でも特に中華学校に子を通わせる「日本人」保護者に着目し、研究を進めている。
これまでの調査では、日本人保護者たちがどのような意図をもって「日本の学校」以外の学校を選択
したのか、その選択がどのようなコンフリクトをもたらしているのかを明らかにしてきた。紙幅の制
限があるためここで詳細を述べることを控えるが、お時間のあるときに拙稿を参照していただきたい
（芝野 2012a, 2012b）。
　本稿は、これらの調査研究の「スピンオフ」的な位置づけにあたる。今回は、ある中華学校を舞台
に 
2
、日本人だけでなく、華僑と新華僑の保護者の語りも交えながら、私がインタビューで経験したこ
とを論じていきたいと思う。
　主題となるのは、母親たちの「ノスタルジア」である。私が調査してきた中で最も印象に残ったこ
とのひとつが、「かつてあったもの」が母親たちによって中華学校に呼び起されていることであった。
以下の章では、内部が多様化し、一枚岩ではなくなっている中華学校において、「華僑」、「新華僑」、
「日本人」のノスタルジアをめぐる複雑な関係性が、あるインタビューを中心に描かれる。中華学校に
「懐かしさ」や「昔あったもの」＝ノスタルジアを見出す母親、それに対して「古くさい」と異議を申
し立てる母親、そしてその異議に対抗するために「古くささ」を美化しながら語りの直す母親。せめ
ぎ合う母親たちの「思い」と複雑化する中華学校を、少しでも感じていただければ幸いである 
3
。
２　「昔の日本」を再発見する日本人の母親たち
多分、昔はもってたけど…本当に今の X 学校には残ってると思うんですよね。
　中華学校の日本人保護者に対するインタビューを行なう前、私は、「国際性が身についた」とか、「中
国語がペラペラ、バイリンガル教育がすばらしい」というような、「グローバル社会」で活躍できる人
材の育成に関する「評価」が語られることを予想していた。正直、この手の情報なら、最近のビジネ
1 「華僑」および「新華僑」の定義については様々な議論が存在するが、本稿では1980年頃以前から居住する者
やその子どもを華僑（オールドカマー）とし、それ以降に来日した中国系の人々を新華僑（ニューカマー）と
する。
2 本稿で取り上げる中華学校（X学校）は、100年以上の歴史をもつ「老舗」の民族学校である。「華僑のための
学校」として地域に根付きながら多くの卒業生を輩出してきた（X学校『百周年記念冊』および校長先生に対
するインタビューより）。
3 当該の中華学校は「X学校」と表記。保護者の名前はすべて仮名。データ内の※印は共同調査者を示す。
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ス雑誌や教育雑誌、あるいは新聞の記事を読めば事足りる。私は、調査する前からほぼゴールが見え
てしまっていることに少し憂鬱になりながらも、インタビューの準備を進めた。
　インタビュー初日。小学６年生の子をもつ日本人の母親３人と私の計４人のグループインタビュー
であった。「お母さま方」に囲まれながら、しどろもどろにスタートしたインタビューだったが、すぐ
さま会話が盛り上がり始める。なぜ、中華学校を選択したのか、実際に入学させてみてどうだったの
か、といった質問を中心に話が展開する。
　やはり、個々人が何を考えているのかは、実際に聞いてみないとわからないものである。驚くべき
ことに、私が予想していた「国際性を身に着ける／が身についた」とか「中国語ペラペラ」といった、
「グローバル社会」を見据えた語りはほとんど語られることがなかったのである。代わりに多く語られ
たのが、「昔の日本」という「グローバル社会」と矛盾するような、懐古的な語りであった。インタ
ビューイの一人である田中さんは、X学校に実際に通わせてみてどうだったか、という質問に対し以
下のように語っている。
田中さん：入ってからは、やはり X 学校の教育に関する意識が、国が違うというかは、「昔の日
本」の良さが本当に、昔のその、礼儀を重んじるとか、先生に対しても敬意を表することがで
きるとか、先生の方からも「自分が子どもに対して教育を行うんだ」というご自身のもってらっ
しゃるその先生としての自覚っていうのなんかがとっても良い感じで残っていて、そこがすば
らしいと、入れてみてからわかったということで。
菊池さん・佐藤さん：うんうん。そうよね。
田中さん：先生と生徒っていう、親と子でもないその信頼関係というか。先生が生徒を気にする。
生徒が先生に尊敬っていう気持ちが。多分、昔はもってたけど…本当に今の X 学校には残って
ると思うんですよね。あの何とも言えない。親に子どもが尊敬するのと、子どもが先生に対し
て見上げる姿勢っていうのは X 学校には残ってるんですよね。
芝野：へえ、意外ですね。昔のその、日本の…
田中さん：やっぱり日本人が忘れてしまってる色んな礼儀とか、しがらみとか、そのなんか…す
ばらしさなのかな、そういったので、ルールを守る気持ちとかそういうのがすごい残っていて。
菊池さん・佐藤さん：（大きくうなずく）。
（田中さん・菊池さん・佐藤さんグループインタビュー／2010.3.25）
　私にとっては「まさか」の答えである。わざわざ「日本の学校」以外の外国人学校を選択しながら、
そこに「昔の日本の良さ」を再発見しているのだから。しつけの厳しい教育（礼儀を重んじる、目上
の人を敬う）は、「日本人が忘れてしまっている」ものとして語られる。そういった忘れられたものが
中華学校には「残っている」のである。
　確かに、近年叫ばれている「ゆとり教育」や「しつけ崩壊」といった「教育の危機」をめぐる諸言
説を鑑みると、保護者にとってしつけの厳しい中華学校の教育は危機的状況に陥ってしまった「日本
の良さ」を回復させてくれる場所なのかもしれない。このようなノスタルジアは、別の日にインタ
ビューした複数の保護者からも語られた。参考までに、以下に象徴的な語りを紹介しておく。
鈴木さん（父）：ほんと、昔の日本の学校というか、もっと厳しかったときのね。そういうのがあ
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る。ちゃんとしかってくれるし。僕は、愛情をもってやってくださってるってわかるから、子
どもに悪いところがあったら、手が出てもかまわないし、そこはっちゃんとしつけてくださっ
てるって思ってます。
鈴木さん（母）：うん、そうよね。それは感じますねえ。
（鈴木さん父・母グループインタビュー／2011.7.10）
高橋さん：X 学校はアットホームな感じがあって、すごいいいんですよね。同窓会も盛大で、卒
業後のつながりがすごいあって。何かあったら華僑の方が協力しあったり。私たちも受け入れ
てくれたり。家族みたいな感じかな。ほんと、日本の昔の学校みたいで。
島田さん：うーん。うんうん。
（高橋さん・島田さんグループインタビュー／2011.7.29）
　このように、日本人保護者は、中華学校の教育を昔の日本の教育として読み替え、そこにノスタル
ジアを見出していることがわかった。むろん、ここで語られる「昔の日本」とは、明確な時間的区分
を有していない、想像上のものである。30代から40代の母親が想像・創造する「昔の日本」とはいつ
の、どんな日本なのか。
　他方で、彼女たちは、ノスタルジックな「日本（人）」像を、中華学校を選んだ自分が「良き親であ
り良き日本人であること」を証明するために動員していた（芝野 2012a）。
いろいろ周りから、差別的な目で見られるとか、そういうのありますけど。なんで公立いかない
んだってのもね。でも、なんていうのかな、やっぱり、古き良き時代の日本人というか、は、ちゃ
んともってるので。日本人としての、本来の日本人としてのね。えー、どちらかというと、そう
いう子どもが、もっと日本にはいなくちゃいけないんですよね。今、こんな状態なので、崩れて
しまっているというか。昔良かったころの、その、子どもたちの姿というか。だからそれはやっ
ぱり、私たちは、あのその、こういうふうに民族学校に入っていったものとしては。思うんです
よ。将来的に、その、日本を支えていくというか。ちゃんとした大人を育てていくことは、でき
てると思うんですよ。
（田中さん／田中さん・菊池さん・佐藤さんグループインタビュー／2010.3.25）
　このように、日本人保護者は中華学校に「昔の日本」というノスタルジアを見出し、ある時には自
らの「日本人の親」としてのアイデンティティを維持するためにそれを動員していた。結果的に、当
初の私の予想は、良い意味で裏切られることとなった。
　この母親の語りは、阿部の言う「オリエンタリズム的な眼差し」から立ち現れる「再発見された『日
本人』らしさ」と重なり合う（阿部2001）。私は、インタビュー後、母親たちが「華僑のための教育」
をかつて日本にあったものとして懐かしむ姿を思い返しつつ、オリエンタリズム的に眼差されている
華僑の保護者たちのことをふと考えた。
　華僑の保護者は、中華学校をどのように眼差しているのだろうか。
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３　結びつく「昔の日本」と「昔の中国」
中国の忘れた何かが、ここに残っているんですよ。
　日本人保護者へのインタビューからちょうどひと月後、私は２人の共同研究者とともに「華僑（１
人）」、「新華僑（３人）」、「日本人（３人）」の母親を同時に、同じ場所でインタビューする機会を得
た。３人の日本人保護者は、前回のインタビューと同じ人物である。
　華僑である陳さんのマンションのロビーで合計10人が語り合う。後にこのインタビューが「迫力」
のあるものになるのだが、そんなことは知る由もなく、和やかな雰囲気で会話が進む。
　インタビュアーの一人が、X学校の卒業生でもある陳さんに、X学校のすばらしさについて質問し
た時である。どこかで聞いたことのある「フレーズ」が語られ、私は耳を疑った。
陳さん：中国でも、中国の忘れた何かが、ここに残っているんですよ。中国ではなくなってしまっ
た、忘れた、みんなが忘れてしまっている、中国人の伝統というか、民族性というか、本質み
たいなのがね、時間がストップしてしまったみたいに留まっているんですよ。日本の良さも、日
本と中国が進んでいる間の、その進み…、進んでいることを忘れている…、どう言ったらいい
ん、止まってしまっているくらいね、懐かしいっていうかね…。
※：それは個人個人で競争するんじゃなくって、お互い助け合うとか、そういうことですか？
陳さん：許されへんことは許されへんみたいな。厳しいんですけれども、それぞれが愛を感じて
て。先生とかも愛を持って怒っているし、子どもたちも怒られたって、なんで怒られているか
わかっているのね。そういう信頼関係。昔はそういうのありましたやん。親がまず先生を信頼
しているから子どもたちも帰ってね、先生に怒られたって言ったら、そりゃ、あんた怒られる
のは当たり前やとかね。なんか先生を確固たる揺るぎない先生の、先生である、なんかありま
すやん、昔は、ありましたやん。
※：今よくニュースで聞くと思うんですけど、子どもが怒られると、お母さんが怒って学校に電
話してくるとか、けっこうあるみたいですね。
陳さん：私も思うんですけどね、私もけっこう、先生には学校でお世話になっているし、どんな
先生でもお世話になっているし、子どもがお世話になっているぶん、できるだけ学校には還元
したいと思っているし、協力できることはしたいし、という見えない絆っていうのがありまし
たやん。親と子どもと先生と学校とね。連携がありましたやん。でも今の学校そういうのが、薄
れているっていうかね、一昔前のスタイルって言うのが X 学校なんかなって
（華僑・新華僑・日本人合同インタビュー／2010.4.25）
　「中国の忘れた何かが、ここに残っているんですよ」。それは、日本人保護者のノスタルジックな語
り口と限りなく近いものであった。X学校の「厳しくて愛のある」教育や子どもたちの謙虚な姿、そ
してそういったものをつなぎとめている「絆」を、かつて中国にあったものとして語る。中国の伝統、
民族性といった「本質」を、「時間がストップ」してしまっている X学校に見出しているのである。
　また、語りの途中から、陳さんの語る「昔」が、「日本の昔」なのか「中国の昔」なのか、境界線が
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見えにくくなっていくことがわかる。「日本の良さも、日本と中国が進んでいる間の、その進み…、進
んでいることを忘れている…、どう言ったらいいん、止まってしまっているくらいね、懐かしいって
いうかね…」という語りが、それを象徴している。つまり、ここで陳さんが言う「日本の良さ」とは、
日本人の母親が言うところの「昔の日本」であり、懐かしい「一昔前のスタイル」とは「中国に昔あっ
たもの」＝「日本に昔あったもの」なのである。「奇妙」なことに、陳さんの語りの中で「昔の中国」
と「昔の日本」が結びついているのである。
　したがって、日本人保護者の「オリエンタリズム的眼差し」は、華僑保護者の中華学校に対する眼
差しと決して矛盾するものではない。華僑保護者と日本人保護者によって呼び起された「昔の日本」
と「昔の中国」という２つのノスタルジア。この２つのノスタルジアは、１人の新華僑保護者の異議
申し立てによって、さらに強く結びつくことになる。
４　「古くささ」の否定と「古くささ」の美学
やっぱり、ずっとそこにいるっていうのが遅れているんですよ、どう考えても。
　陳さんや田中さんの話しが終わり、次に新華僑の母親にX学校について語ってもらった。そこで新
華僑の梁さんは、それまでの「ノスタルジックな語り」を一蹴するような発言をする。
梁さん：ただあまりにも華僑にこだわっている所は、たぶん外部の人から見ると、たぶん伝統守
るのが大事だと思うけども、さっき言ってた古くさいとか感じる所はありますね。やっぱり、血
が流れているところで、卒業生が今度先生になって、またその子どもが学生になって…。進化
がないんです、私から見ると。まだ子どもが６年生なので６年間しかみたことがないんですが。
（…中略…）
梁さん：卒業生が10年後も何十年後も今お母さんしゃべっているのを、X 学校まったくかわって
ないなっていうのを、私からみると、それはだめですよ。やっぱり10年たってもまったく変わっ
てないっていうのは、進化していないというのといっしょなんで。10年も経ったら、やっぱり
ちょっと変わらないとだめなんですよ。やっぱり、ずっとそこにいるっていうのが遅れている
んですよ、どう考えても。
※：いいところは残しつつ、変えていくところは…。
梁さん：残しつつ、変えつつ、時代と一緒に…。やっぱり変わってないなっていう満足感を捨て
て、プライドがあるのは大事やけど、絶対守る、絶対この伝統守らないとだめっていうのが、外
の人間からみるとちょっとダメやわ。
（華僑・新華僑・日本人合同インタビュー／2010.4.25）
　なんと、梁さんは正面から華僑と日本人の母親が語るノスタルジアを否定したのである。それまで
の「なごやかな」雰囲気は一転、ロビーに緊張が走った。
　梁さんは、X学校の「進化しない」「変わらない」さまを、「遅れている」と強く主張した。「外の
人間」である梁さんには、陳さんや田中さんが語るノスタルジアは、「古くさい」ものにすぎないので
ある。中華学校の「すばらしさ」を「古くさい」と言われてしまった陳さんや田中さんは、少し困っ
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た顔をしていた。同じく、我々調査者も違う意味で困った顔をしていたに違いない。「調査する側に
とっては『おもしろい』インタビューだけど、このまま続けていいのか」、と。
　しかし、我々の心配を「よそに」、陳さんと田中さんは、すぐさまX学校に残る「古くささ」を「す
ばらしいもの」として語り直す。長くなるが、以下にそのやり取りを提示しよう。
※：おそらくニューカマーの人は、華僑の人に学ぶ伝統があるかもしれないし、華僑の人はニュー
カマーの人に学ぶところがあるかもしれないですね。
梁さん：そうですね、でも一緒に進化しないと、単純に守るって言うのも大事やろうけど、実用
性がないと…。
※：お互い学ぶところがあるんだろうと…
梁さん：うん、あと高校進学も視野に入れないと、当分は進学率がいいのでしょうけど、それで
は、学校の力なのか塾通っているのかすごい疑問です。学校の力がすごいってなっているんで
すけど…。
田中さん：日本の公立とは比べ物にならないくらい。日本の公立だと宿題だすの当たり前なんで
すけれども。で、宿題をチェックしてくださるのも X 学校では当たり前なんですけれども、そ
れで悪い所は怒ってくださる。で、悪い所は宿題でチェックして、ちゃんとしたところまで持っ
て行くっていうその作業がきちんとなされているんですね。だから、子どもの出した宿題はき
ちんと訂正していただいて100点までは言わなくても、自分は完璧なものを身につけていかない
といけないっていうのを（聞きとり不可能）ですけれども、公立は宿題はやりっぱなし、やら
せっぱなし、宿題はこんなちんまい紙にかけ算九九だけだとか。なんで、わざわざこんなこん
なちっちゃい紙にきる必要があるのとか、大きな紙にばんとやってくれたりとか、子どももく
ちゃくちゃして帰ってくるし。今まで学校始まって、まだ宿題１回しかないんですよ。もう何
を考えているんだって。
（…中略…）
田中さん：親も、私も含めて、期待もしなくなるし、学校に期待もしても悪いなあと思うし、先
生もわかっているから、私が先生に悪い言葉使った時ぐらい怒ってくださいって。「ええで。」と
か「かまへんで。」とか使っているから、そういう時、ほんとに怒ってくださいって言っている
のに、「いい子ですから、お母さん、そんなにお子さんのこと、言わなくていいんですよ。」っ
て機嫌をとってくださって。先生も私の機嫌を取ってくださるし、私も先生のこと…。どうし
よう。
梁さん：これが日本人の全体的な考え方、人間関係そんなんじゃないですか？
田中さん：そうかーっとなって言わない。点数悪くても言わない。のびのびだから良いんじゃな
いって。嘘ばっかりって感じで。だから、さっき言った「先生を敬う」っていうのがまず欠落。
先生も敬われることを放棄しているし。だから、人を敬うというところ大事にしているところ
が X 学校の大成功なんじゃないですか。何かしらのありがたいという気持ちがありますよね。
皆さんが。
陳さん：それぐらい、やってくださるからね、心地よい。頭下がるくらいね、ほんとにね。２年
生で今度３年生で、まだ一週間目でまだわからないんですけど、今までの先生から言うとね、連
絡帳にびっくりするくらいこと細かいことをね、書いてきてくださって、勉強だけじゃないん
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です。今日、こうこうこういうことがあって、帰るのが遅くなって、今日こういうことがあっ
て落ち込んでいるかもしれないから、お母さんおうちでお手あてしてあげてくださいとかみた
いなね、心の中まで気遣ってくださっているんでね。こっちが頭が下がるくらい、40人分やっ
てくださるからね、うちの子がトラブルあって立ち止まってやってくださるからな、もう敬う
以上ほんとに。文句つけどころがないくらい、良くしてくださって。
（…中略…）
梁さん：X 学校は物足りないし、教科書のレベルはちょっとなって。けっこうそのことでむかつ
いて。ママが言うた中国語わからん。先生の中国語はわかる。
陳さん：私去年（上海から）帰ってきたでしょ。知恵じゃなくて知性がね、格段に日本の子の方
が上ですよ。やっぱり、人間の中でお互い揉み合っている感じがするんですよね。幼稚園でも
社会の中でも、とりあえず関わらせようとするでしょ？中国のお母さんはそれが大事やと考え
てないから。かごの鳥みたいでね、時間もね、この時間外に出てって。だからって、誰かと関
わらせるわけじゃなく、自分がほんと見てるだけ。だから、どう言ったらいいんやろ。知性…
なんていうん、その…。
※：人とコミュニケーションする力ですか？
陳さん：そういうこととか、時間がまず足りてないとか、保護者の方がそれを大事に思てないと
いうか、
※：知識はね…中国の方がたぶんずっとずっと多い…
陳さん：そりゃ、本とかね、ずっとずっと勉強しているから。でもやっぱり帰ってきてから思う
のは、この年齢でこんなこと考えれんねんなとか、そのおませさんな子とか、なんていうん、悪
知恵働く子とか、うちの子と比べて格段に上なんです。女の子やからね。そういうのはもう、賢
い。そういう意味で賢い。
（華僑・新華僑・日本人合同インタビュー／2010.4.25）
　学力や勉強のレベルといった「実用的」なことにあまり重点を置かないX学校に異議を申し立てる
梁さんに対して、田中さんは日本の学校より人を敬う気持ちを持ちながら親身になって怒ってくれる
X学校の教育方針を良きものとして強調する。また、陳さんは、田中さんの発言に「心の中まで気遣っ
てくださる」という言葉をもって同意する。すなわち、「実用性」を強調する梁さんの異議申し立て
に、「人を敬う」「ちゃんと怒ってくれる」「心の中を気遣ってくれる」といった「人間性」をもって対
抗しようとしているのである。この「人間性」とは、まさに田中さんや陳さんが語っていた「昔の日
本」あるいは「昔の中国」にあったはずの古き良き時代の教育像と重っている。
　また、子どもの「あり方」に対しても、「人間性」を強調した語りが展開されている。勉強ばかりで
「人間の中でお互い揉み合って」いない中国の子どもは、「悪知恵」はあるが、「知性」はない。陳さん
がここで語る「日本の子」とはおそらくX学校に通っている子どもを指している（田中さんがこれま
で公立小学校に通う子どもを良く言っていないことを考えても）。「日本の子」は、厳しいが愛のある
先生や、人を敬う気持ちをもっている友人たちの中で揉まれながら、素朴で人間味のある「知性」を
身に着けた良き子どもなのである。
　このインタラクションを見る限り、陳さんや田中さんは「古くささ」をある種の「美学」として語
り直し、梁さんの異議申し立てに対抗している。「古くささ」には、梁さんの言う「実用性」はないか
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もしれないが、「今の日本」や「今の中国」が忘れてしまっている愛情や尊敬といった人間味のある素
晴らしきものなのである。ここでも、「昔の日本」と「昔の中国」という２つのノスタルジアが結びつ
いている。陳さんと田中さんは、「今の日本」を否定しながら「今の中国」を否定し、それぞれが呼び
起したノスタルジアを「古くささ」の美学として再構築しているのである。
　このやり取り以降、梁さんが X学校について異議申し立てを行うことはなかった。しばらくして、
３時間半にも及ぶ迫力のあるインタビューは何とか終了した。
５　おわりに
　ここまで、中華学校に子を通わせる「華僑」、「新華僑」、「日本人」の母親のインタビューを、彼女
たちが見出すノスタルジアに着目しながら見てきた。
　日本人の母親は、中華学校の規律のある教育を「昔の日本」にかつてあったもの、忘れられたもの
として読み替え、ノスタルジアを見出していた。それは自らの教育戦略を正当化するものでもあった。
しかし、それは「オリエンタリズム的眼差し」によって成し遂げられていた。
　他方、華僑の母親もX学校に「昔の中国」を見出していた。今の中国が「忘れた何か」がまだ残っ
ている一昔前の学校が、X学校なのである。ここに、中華学校に対する日本人の母親の「オリエンタ
リズム的な眼差し」と、華僑の母親の中華学校に対する眼差しの結びつきを見ることができる。
　その結びつきは、呼び起されたノスタルジアを新華僑の母親が「古くさい」と異議を申し立てた時
に、さらに強化された。「昔の日本」と「昔の中国」という２つのノスタルジアが絡まり合いながら、
「古くささ」の否定は「古くささ」の美学として語り直される――華僑の母親は X学校の「伝統」を
正当なものとするために、日本の母親は自らの選択が間違っていないことを証明するために。
　すなわち、「外の人間」である日本人が、華僑の学校に対して抱くオリエンタリズム的な眼差しは、
華僑にとって、「外の人間」である新華僑から自分たちの伝統を守るために必要不可欠な「眼差し」と
なっているのである。
X 学校とかあるのは、そういうみんなの血・汗・肉で成り立っているというのをね、だから、華
僑、華僑っていわはるけど、華僑っていうのを取っ払ってもいいんちゃうかっていわはるけども、
でもそこにはみんなの歴史の思いがあるから、なくしてしまうのも。良くなることも新しくなる
ことも大事やねんけども…。
（陳さん／華僑・新華僑・日本人合同インタビュー／2010.4.25）
　華僑の伝統を守りたいという願いが、日本人の昔の日本人のようにありたいという願いと共振する。
一方で、「古くささ」から抜け出し、伝統に固執しない柔軟な学校を希求する新華僑の願いは、華僑と
日本人のノスタルジアと対立してしまう。中華学校をめぐってこうした複雑な関係性が立ち現れてい
るのである。本稿の事例から、民族学校に対してこれまで素朴に想定されてきた「均質化された内部」
とは、かけ離れた実態が浮かび上がってきたのではないだろうか。もちろん、本事例がある特定の中
華学校のある特定の側面しか描いていないことは考慮しなければならないのだが。
　では、中華学校あるいは民族学校は、これからどのように変わっていくのだろうか。またどのよう
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に維持されていくのだろうか。今後も調査を継続しながら、中華学校の「今」を追いかけていきたい
と思う。
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